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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期
第２四半期
累計期間

第53期
第２四半期
累計期間

第52期
第２四半期
会計期間

第53期
第２四半期
会計期間

第52期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 959,900 852,251 355,407 310,9481,890,157

経常損失（△）（千円） △43,546 △2,651 △86,123 △57,455 △73,601

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△41,801 353 △88,951 △62,321△100,654

持分法を適用した場合の投資利益

又は投資損失（△）（千円）
△888 △166 △133 703 △4,727

資本金（千円） － － 1,027,0261,027,0261,027,026

発行済株式総数（千株） － － 20,540 20,540 20,540

純資産額（千円） － － 807,894 724,897 740,241

総資産額（千円） － － 1,271,2091,175,3511,247,713

１株当たり純資産額（円） － － 39.48 35.43 36.18

１株当たり四半期純利益又は四半

期（当期）純損失金額(△）（円）
△2.04 0.02 △4.35 △3.05 △4.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － －

自己資本比率（％） － － 63.6 61.7 59.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△45,130 △32,952 － － △43,689

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
8,538 △88,732 － － 29,184

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△744 △759 － － △1,446

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 249,360 148,872 271,807

従業員数（人） － － 115 93 107

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第53期第2四半期累計期間は潜在株式が存

在しないため、第52期及び第53期第2四半期会計期間は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更

はありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 93（5） 

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。 

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

直営店事業（千円） 221,187 －

ＦＣ・特約店事業（千円） 26,360 －

外商事業（千円） 18,437 －

その他（千円） 614 －

合計（千円） 266,599 －

　

  （注）１　金額は販売価額の平均単価によっております。

  ２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第２四半期会計期間における商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

直営店事業（千円） 20,622 －

ＦＣ・特約店事業（千円） 671 －

外商事業（千円） 1,429 －

その他（千円） － －

合計（千円） 22,723 －

　

　（注）１　金額は仕入価額であります。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当第２四半期会計期間におきましては、制服関係の受注が僅少ですので記載をしておりません。

(4）販売実績

　当第２四半期会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

直営店事業（千円） 257,780 －

ＦＣ・特約店事業（千円） 29,860 －

外商事業（千円） 21,067 －

その他（千円） 2,241 －

合計（千円） 310,948 －

　

　（注）１　総販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

  

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析　

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策の効果等を背景に、企業収益の改善等一部で景気回

復の兆しが見られたものの、円高・株安や雇用情勢の悪化など、依然として先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。

　当オーダー小売業界におきましても、消費者の節約志向が続くとともに、９月中旬まで続いた記録的な猛暑など天

候不順の影響も加わり、個人消費の低迷が続く厳しい状況で推移しました。

　このような状況のなか当社は、経営の効率化計画として予定しておりました、不採算直営店９店舗のうち残ってお

ります７店舗を当期間にて閉店し、継続的な収益体制の構築を図ってまいりました。また、売上面では、「シャツ生

地ジャケット」等の企画商品の販売強化をするとともに、レディースオーダーの拡販、ネット通販等での新規顧客

の獲得に努めてまいりました。

　以上の結果、売上高につきましては、消費低迷、天候不順及び閉店店舗の影響もあり、310百万円（前年同期比

12.5％減）となりました。損益面につきましても、経営の効率化は図れたものの、売上高減少による粗利益の減少を

補うことはできず、営業損失62百万円（前年同期営業損失85百万円）となり、経常損失57百万円（前年同期経常損

失86百万円）、四半期純損失62百万円（前年同期四半期純損失88百万円）となりました

 当第２四半期会計期間における事業のセグメントの業績は次のとおりであります。

（直営店事業）

直営店事業におきましては、大都市ビジネス街を中心にオーダースーツ等の販売を行っております。当期間につ

きましては、不採算店舗を７店舗閉店し38店舗となりました。売上高は、クールビズの浸透や猛暑の影響もあり、

既存店舗の売上が伸び悩み257百万円、営業損失は31百万円となりました。　

（ＦＣ・特約店事業）

ＦＣ・特約店事業におきましては、全国に亘るフランチャイズ・チェーン店及び特約店を通じオーダースーツ

等の販売を行っております。当期間は、新規に２店舗の契約を結びましたが、廃業等により６店舗を閉店し51店舗

となりました。売上高は29百万円、営業利益は3百万円となりました。　

（外商事業） 　　

外商事業におきましては、催事販売等を中心としオーダースーツ等の販売を行っております。当期間は、催事件

数の減少等により、売上高21百万円、営業損失５百万円となりました。

（その他）

その他の売上高及び営業利益は、２百万円となりました。上記セグメントに含まれない事業セグメントであり、

生地在庫の販売等であります。

　

（２） 財政状態の分析

（資産の部）

　当第２四半期会計期間末の総資産は1,175百万円となり、前期末に比べ72百万円の減少となりました。その主な要

因は、現金及び預金、敷金及び保証金の減少、投資有価証券の増加によるものであります。

（負債の部）　

　当第２四半期会計期間末の負債合計は、前期末に比べ57百万円減少し450百万円となりました。その主な要因は、買

掛金、未払法人税等、長期預り金、役員退職慰労引当金の減少によるものであります。

（純資産の部）

　当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前期末に比べ15百万円減少し724百万円となりました。その主な要因は、

その他有価証券評価差額金の減少によるものであります。　　
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（３）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物は、前年同四半期会計期間末と比べ100百万円減少し、148百万円とな

りました。当第２四半期会計期間のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、83百万円の減少（前第２四半期会計期間は

63百万円の減少）となりました。これは主に、税引前四半期純損失の計上及び仕入債務の減少によるものであります。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、22百万円の増加（前第２四半期会計期間は

７百万円の増加）となりました。これは主に、保証金の返還及び貸付金の回収によるものであります。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、０百万円の減少（前第２四半期会計期間は

０百万円の減少）となりました。これは主に、リース債務の返済によるものであります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（５）研究開発活動　

　特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　特記すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 82,000,000

計 82,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,540,525 20,540,525
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 20,540,525 20,540,525 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　平成22年７月１日～平

成22年９月30日
－ 20,540 － 1,027,026 － －
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

グッドヒル株式会社 鳥取県鳥取市吉成２－14－21 9,667 47.06

株式会社日本海リッチランド 鳥取県鳥取市吉成241－１ 1,258 6.12

エフワン取引先企業持株会 大阪市中央区博労町２－６－８ 583 2.83

株式会社鳥取銀行 鳥取県鳥取市永楽温泉町171 312 1.51

株式会社三景 東京都江東区東雲１－７－12 311 1.51

吉岡　利固 鳥取県鳥取市上町 256 1.24

田村　伊都子 鳥取県鳥取市興南町 247 1.20

御幸ホールディングス株式会社 名古屋市西区市場木町390 246 1.19

島田商事株式会社 大阪市中央区谷町３－１－12　 233 1.13

小斉平　由美 宮崎県小林市真方 222 1.08

計 － 13,336 64.92
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   80,000 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

20,303,000
20,303 －

単元未満株式 普通株式　157,525　 － －

発行済株式総数 20,540,525 － －

総株主の議決権 － 20,303 －

　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エフワン株式会社
大阪市中央区博労町２－

６－８
80,000     － 80,000  0.39

計 － 80,000     － 80,000 0.39

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 62 59 56 56 53 53

最低（円） 53 52 52 50 46 46

　（注）　最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半

期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 148,872 271,807

受取手形及び売掛金 87,231 106,104

原材料 8,479 6,307

仕掛品 8,567 6,888

前払費用 16,485 18,350

未収入金 16,543 2,318

その他 6,958 11,116

貸倒引当金 △44,140 △42,540

流動資産合計 248,998 380,352

固定資産

有形固定資産 ※1
 9,761

※1
 10,870

無形固定資産 2,111 2,254

投資その他の資産

投資有価証券 566,891 479,606

関係会社株式 47,000 35,000

出資金 121 121

長期貸付金 32,476 35,821

破産更生債権等 46,595 48,520

敷金及び保証金 276,760 312,379

その他 10,294 10,345

貸倒引当金 △65,659 △67,559

投資その他の資産合計 914,479 854,236

固定資産合計 926,352 867,360

資産合計 1,175,351 1,247,713

負債の部

流動負債

買掛金 51,504 79,073

未払金 20,976 27,323

未払法人税等 8,426 16,894

未払費用 17,840 19,809

その他 15,289 17,120

流動負債合計 114,037 160,220

固定負債

退職給付引当金 197,512 192,596

役員退職慰労引当金 11,910 20,640

長期預り金 122,375 130,196

資産除去債務 1,445 －

その他 3,172 3,818

固定負債合計 336,415 347,251

負債合計 450,453 507,471
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,027,026 1,027,026

利益剰余金 △238,144 △238,498

自己株式 △7,507 △7,379

株主資本合計 781,373 781,148

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △56,475 △40,906

評価・換算差額等合計 △56,475 △40,906

純資産合計 724,897 740,241

負債純資産合計 1,175,351 1,247,713
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 959,900 852,251

売上原価 462,819 402,041

売上総利益 497,080 450,210

販売費及び一般管理費 ※1
 545,638

※1
 463,001

営業損失（△） △48,558 △12,791

営業外収益

受取利息 5,955 349

受取配当金 － 5,108

その他 2,139 5,289

営業外収益合計 8,094 10,748

営業外費用

支払利息 62 60

為替差損 3,020 491

その他 － 56

営業外費用合計 3,083 607

経常損失（△） △43,546 △2,651

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 － 9,440

店舗閉鎖損失戻入額 － 1,892

賞与引当金戻入額 6,500 －

貸倒引当金戻入額 2,300 300

特別利益合計 8,800 11,632

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,445

店舗閉鎖損失 － 247

特別損失合計 － 1,693

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △34,746 7,287

法人税、住民税及び事業税 7,054 6,934

法人税等合計 7,054 6,934

四半期純利益又は四半期純損失（△） △41,801 353

EDINET提出書類

エフワン株式会社(E00586)

四半期報告書

14/26



【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 355,407 310,948

売上原価 170,635 148,570

売上総利益 184,772 162,377

販売費及び一般管理費 ※1
 269,873

※1
 224,681

営業損失（△） △85,100 △62,303

営業外収益

受取利息 646 190

受取配当金 － 2,554

受取賃貸料 337 －

その他 217 2,188

営業外収益合計 1,201 4,933

営業外費用

支払利息 36 29

為替差損 2,188 －

その他 － 56

営業外費用合計 2,224 85

経常損失（△） △86,123 △57,455

特別利益

店舗閉鎖損失戻入額 － 1,892

貸倒引当金戻入額 700 △3,100

特別利益合計 700 △1,207

特別損失

店舗閉鎖損失 － 247

特別損失合計 － 247

税引前四半期純損失（△） △85,423 △58,910

法人税、住民税及び事業税 3,527 3,410

法人税等合計 3,527 3,410

四半期純損失（△） △88,951 △62,321
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△34,746 7,287

減価償却費 2,376 1,612

店舗閉鎖損失 － 247

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,300 △300

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,500 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,706 4,915

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,120 △8,730

店舗閉鎖損失戻入額 － △1,892

受取利息及び受取配当金 △5,955 △5,458

支払利息 62 60

為替差損益（△は益） 3,020 491

売上債権の増減額（△は増加） 37,149 18,872

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,554 △3,850

その他の資産の増減額（△は増加） 229 7,702

仕入債務の増減額（△は減少） △30,469 △27,568

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,250 △371

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,445

その他の負債の増減額（△は減少） △13,361 △17,368

小計 △51,473 △22,903

利息及び配当金の受取額 20,515 4,147

利息の支払額 △62 △60

法人税等の支払額 △14,109 △14,136

営業活動によるキャッシュ・フロー △45,130 △32,952

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △290 △180

無形固定資産の取得による支出 △395 －

投資有価証券の取得による支出 － △105,408

関係会社株式の取得による支出 － △12,000

貸付けによる支出 △2,157 △1,514

貸付金の回収による収入 5,897 5,147

敷金及び保証金の回収による収入 5,483 22,668

その他 － 2,554

投資活動によるキャッシュ・フロー 8,538 △88,732

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △536 △631

自己株式の取得による支出 △208 △128

財務活動によるキャッシュ・フロー △744 △759

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,020 △491

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △40,357 △122,935

現金及び現金同等物の期首残高 289,717 271,807

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 249,360

※1
 148,872
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　

　

　当第２四半期会計期間
　（自　平成22年４月１日　　　　
　至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更　 　資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており

ます。これにより、当第２四半期累計期間の税引前四半期純利益は、1,445千円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動

額は1,445千円であります。　

　

【表示方法の変更】

　当第2四半期会計期間

（自　平成22年７月１日　　　

　　至　平成22年９月30日）

（四半期損益計算書）　

  前第２四半期会計期間において区分掲記いたしました、営業外収益の「受取賃貸料」は、営業外収益総額の100分の20

以下となったため、当第２四半期会計期間より営業外収益の「その他」に含めて表示することにしました。なお、当第２

四半期会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は300千円であります。

　

EDINET提出書類

エフワン株式会社(E00586)

四半期報告書

17/26



【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、当事業年度にかかる減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、44,349千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、42,930千円であ

ります。

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 24,106千円　

荷造運賃 2,927  

広告宣伝費　 15,899  

給料 228,566 

退職給付費用 18,844  

法定福利費 31,749  

賃借料 111,795 

減価償却費 2,376  

その他 109,373 

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 22,020千円　

荷造運賃 12,140  

広告宣伝費　 15,208  

給料 178,543 

退職給付費用 19,964  

法定福利費 26,952  

賃借料 101,808 

減価償却費 1,612  

その他 84,750  

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 9,256千円　

荷造運賃 1,163  

広告宣伝費　 9,461  

給料 109,358 

退職給付費用 9,422  

法定福利費 17,422  

賃借料 55,370  

減価償却費 1,241  

その他 57,176  

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 7,786千円　

荷造運賃 5,671  

広告宣伝費　 9,185  

給料 81,412  

退職給付費用 10,375  

法定福利費 13,831  

賃借料 49,205  

減価償却費 812  

その他 46,401  

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日） （平成22年９月30日）

現金及び預金勘定 249,360千円

現金及び現金同等物 249,360千円

　

現金及び預金勘定 148,872千円

現金及び現金同等物 148,872千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　20,540千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　80千株

 

（金融商品関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　現金及び預金が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい

変動が認められます。

　科目
四半期貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

現金及び預金 　148,872 　148,872 　－

（注）金融商品の時価の算定方法

　現金及び預金は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によって

おります。　

　

次へ
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（有価証券関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　その他有価証券の四半期貸借対照表計上額は、前事業年度末日に比べて著しい変動がありませんので記載し

ておりません。

　

（デリバティブ取引関係）

　当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額

（△）（千円）
△888 △166

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 35,000 47,000

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 34,215 33,022

持分法を適用した場合の投資利益又は投資損失

の金額（△）（千円）
△133 703

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　

（資産除去債務）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。当社

は、大阪・東京のビジネス街を中心とした直営店及び外商販売とともに全国に亘るフランチャイズ・チェー

ン店及び特約店を通じ、オーダー紳士服、婦人服の販売事業を営んでおり、各販売業態ごとに事業計画を立案

し、販売活動を展開しております。したがいまして当社は、販売業態を基礎としたセグメントから構成されて

おり、「直営店事業」「フランチャイズ（ＦＣ）・特約店事業」「外商事業」の３分類を報告セグメントと

しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

（単位：千円）

　

報告セグメント
 その他

（注）1　
 合計　

調整額

（注）２　

四半期損益

計算書計上額

　
直営店事業

ＦＣ・特約店

事業　
外商事業　 計　

売上高

（1）外部顧客への売上高　

（2）セグメント間の内部

　　 売上高又は振替高　

714,292　

   

－　　

79,783　

　

　－　

53,558　　

　

－　

847,633

　

－

4,618　　

　

－　

852,251

　

－

－　　

　

－　

852,251　

　

－　

計 714,292　 79,783　 53,558　 847,6334,618　 852,251 －　 852,251　

　セグメント利益又は

  損失（△）
37,329　 12,994　 △4,766　 45,5574,636　 50,193△62,984　 △12,791　

（注）1 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生地在庫の販売等を含んでおります。

  　　２ セグメント利益の調整額△62,984千円は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　３ セグメント利益は、四半期損益計算書上の営業利益と調整を行っております。

　

　当第２四半期会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

（単位：千円）

　

報告セグメント
 その他

（注）1　
 合計　

調整額

（注）２　

四半期損益

計算書計上額

　
直営店事業

ＦＣ・特約店

事業　
外商事業　 計　

売上高

（1）外部顧客への売上高　

（2）セグメント間の内部

　　 売上高又は振替高　

257,780　

   

－　　

29,860　

　

　－　

21,067　　

　

－　

308,707

　

－

2,241　　

　

－　

310,948

　

－

－　　

　

－　

310,948　

　

－　

計 257,780　 29,860　 21,067　 308,7072,241　 310,948 －　 310,948　

　セグメント利益又は

  損失（△）
△31,200　 3,908　 △5,838　 △33,1302,330　 △30,800△31,503　 △62,303　

（注）1 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生地在庫の販売等を含んでおります。

  　　２ セグメント利益の調整額△31,503千円は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　３ セグメント利益は、四半期損益計算書上の営業利益と調整を行っております。

　

（追加情報）

　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 35.43円 １株当たり純資産額 36.18円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △2.04円 １株当たり四半期純利益金額 0.02円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）（千円） △41,801 353

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額及び四半期純損失金額

（△）（千円）
△41,801 353

期中平均株式数（株） 20,464,912 20,460,834

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △4.35円 １株当たり四半期純損失金額（△） △3.05円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失金額（△）（千円） △88,951 △62,321

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △88,951 △62,321

期中平均株式数（株） 20,464,270 20,460,128

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

リース取引開始日が平成20年3月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取

引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は事業年度末に比べ

て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月9日

エフワン株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮内　　威　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　　伸吾　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエフワン株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第52期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、エフワン株式会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月8日

エフワン株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮内　　威　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　　伸吾　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエフワン株式会社の

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第53期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、エフワン株式会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

エフワン株式会社(E00586)

四半期報告書

26/26


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第２四半期累計期間
	第２四半期会計期間

	（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
	四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

